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も、女は「子犬」という蔑みの言葉で、逆にその

存在をイエスに訴えます。また「パン屑」も「パ

ン」であり、「パンが一つであるからわたしたちは

多くいても、一つの体です」という陪餐のときの

言葉を想起させると言われます。

女性がひとつずつ境界線を乗り越えていく姿

は、今のあなたであり、わたしである、自分の中

にいるこの女性の姿に目をつぶったり、それを追

い出したりしてはいないでしょうかという問いか

けは、境界線を乗り越えるのは大変な重荷だっ

たりエネルギーが必要なので、もう見たくないと

思うことのある自分への問いかけでした。

女性は悪霊を追い出された娘を抱きかかえ、

その後もともに生きていったことでしょう。

イエスが境界線を越えるよう女性に力を与え

られ、娘と生き続けていくことを示されたことを

思うとき、これは実に最初からわたしたちをエン

パワーしてくれる物語であり、わたしたちも今日

も明日も自分の道を進んでいかなくてはならない

と思わされました。

この日の献金は「パレスチナ子どものキャン

ペーン」の活動にささげられました。

*（礼拝の様子は、東京教区聖アンデレ主教座聖堂

ホームページから見ることができます。ぜひご覧く

ださい。）http://www.anglicancathedral.tokyo
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「日本聖公会緊急災害援助募金」の受入と送金先について（報告）

期間： 年 月 日～ 月 日

皆さまから管区へお献げいただいた災害被災者や難民救援のための募金は、緊急援助を必要とする地域へ

の支援のためにお預かりしています。日本聖公会では「緊急災害援助資金」を設け、国内外からの救援要請

に迅速に対応するための体制を整えています。今後もご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

◆◆管管区区事事務務所所へへおお寄寄せせいいたただだいいたた援援助助募募金金（（ののべべ 団団体体・・ 名名））：：

ウクライナの人々のため（ 件） 円

パキスタン洪水被害のため（ 件） 円

緊急災害援助のため（ 件） 円

トルコ・シリア地震被災者支援のため（ 件） 円

パレスチナ／アル・アハリ病院支援のため（ 件） 円

◆◆管管区区かかららのの各各団団体体へへのの送送金金：：

月 日
トルコ・シリア地震被災者支援
※管区緊急災害援助資金から送金

日本キリスト教協議会

（ ジャパンフォーラム）
円

月 日
トルコ・シリア地震被災者支援
※管区緊急災害援助資金から送金

（世界宗教者平和会議）日本委員会 円

月 日 トルコ・シリア地震被災者支援
日本キリスト教協議会

（ ジャパンフォーラム）
円

月 日 トルコ・シリア地震被災者支援
米国聖公会

（ ）
円

月 日 パレスチナの人々のため
パレスチナ子どものキャンペーン

（認定 法人）
円

月 日 パレスチナの人々のため
アハリー・アラブ病院を支援する会

（ガザ地区聖公会系病院の支援団体）
円

月 日 ウクライナの人々のため
（英国、

）
円

月 日 トルコ・シリア地震被災者支援
日本キリスト教協議会

（ ジャパンフォーラム）
円

※これからも随時送金を行なって参ります

月月計計 月月計計 月月計計 月月計計 月月計計 月月計計 月月計計 月月計計 月月計計 月月計計 月月計計 月月計計

年 月ごとの受入額



2024 年1月25日　第393号	 	 （15）

〇	同性カップルが、英国聖公会においてはじ

めて祝福を受ける

英国聖公会では昨年12月17日から同性カップ

ルが祝福を受け始めたが、依然として結婚は認

められていない。長年議論されてきたこの妥協

案は、保守的な人 は々行き過だと主張し、より進

歩的な人 は々不十分だと主張する。

英国聖公会とアングリカン・コミュニオン全体

の意見の対立がすぐに解消される見込みはない

が、少なくともこの日は、初めて聖職者から祝福

を受けたカップルにとって、LGBTQ+が完全に受け

入れられる小さな一歩となった。

12月17日にサフォーク州の洗礼者聖ヨハネ

教会での聖餐式で、キャサリン・ボンド司祭と

ジェーン・ピアース司祭を含むカップルたちが、

初めての祝福を受けた。

祝福を授けたアンドリュー・ドッチン司祭は、

「喜びと希望のうちに、生涯にわたって2人の愛

が続きますように」と祈った。

その翌日の12月18日、カトリックの司祭による

同性カップルの祝福を教皇フランシスコが認め

たと、バチカンの発表があった。カトリック教会

にはゲイとレズビアンのカップルが結婚するため

の典礼儀式はまだないが、今回の教皇の決断は

LGBTQ+の人 の々迎え入れが遅れ、結婚は男女間

に限ると主張してきた宗派にとって、重要な一歩

とみなされた。

英国国教会の祝福は、「愛と信仰に生きる」と

呼ばれる6年間の取り組みの集大成として、2023

年2月の総会で承認された。それ以降、教会指

導者グループが集まり、感謝と献身を表す朗読

と祈りの抜粋を作成し、当月の主教によって承認

された。

英国聖公会の聖職者は、決して祝福すること

を強制されるわけではない。カンタベリー大主教

ジャスティン・ウェルビー師は、個人的には同性

カップルを祝福するつもりなはいと述べているが、

LGBTQ+の人 を々広く受け入れようとする寛大な姿

勢は、英国聖公会と同じルーツを持つアングリカ

ン・コミュニオンの他管区との深い溝となってい

る。

米国聖公会を含む一部の管区では、教会で

の同性カップルの結婚を認めているが、他のほ

とんどの管区ではそうではない。

英国では2014年から同性婚が民法で認めら

れ、大多数の国民に支持されているが、英国聖

公会の教会では今も認められていない。

保守的な聖公会の主教たち、特にグローバル・

サウスと呼ばれる地域の主教たちは、この祝福

に強く反発している。英国聖公会のこうした動き

に対して、聖公会の歴史的な “一致の焦点 “と

してのウェルビー師の役割を、もはや受け入れる

ことはできないと述べている。

〇	ハワイ教区主教が、山火事への支援者に感

謝を表明

2023年夏、マウイ島ラハイナのホーリー・イノ

センツ教会では100人以上が犠牲となり、数百の

建物とともに全焼した一連の山火事があり、教区

主教のロバート・フィッツパトリック師は先日の所

☆ 同性カップルが、英国聖公会において初めて祝福を受ける
☆ ハワイ教区主教が、山火事への支援に感謝を表明
☆ カンタベリー大主教が、マイケル・ラムゼイ賞の受賞者を発表

  			

			   管区事務所渉外主査 司祭 ポール・トルハースト

世界の聖公会の動向



	（16）　	 	 2024 年1月25日　第393号

管の中で、ハワイ教区には100万ドル近い寄付が

世界中から寄せられていると述べた。

「町全体が壊滅的な被害を受けたため、ホー

リー・イノセンツ教会の再建は何年も先になりそ

う」、ハワイ教区の直近の課題はマウイ島の住民

と島にある4つ教会の支援であると繰り返した。

また、フィッツパトリック主教は、「心より感謝

いたします。みなさんの連帯と祈りこそが、最高

の贈り物です。この数ヶ月間、ハワイに住む私た

ちは互いの必要性と神の愛への信頼を思い知ら

されました。」と述べた。

8月8日から11日にかけて、マウイ島各地で発

生した山火事により、32,000人以上の住民と観光

客が避難した。最も被害が大きかったのはマウ

イ島西部のラハイナで、1927年以来ホーリーイノ

セントが建っていた場所である。マウイ島の山火

事は、150人以上の死者を出し、1946年の津波以

来、ハワイで最も大きな自然災害となった。

〇	カンタベリー大主教が、マイケル・ラムゼイ

賞の受賞者を発表

このほど、フレデリック・クリスチャン・バウ

アーシュミット著の『愛という神－キリスト教信仰

への招待（The Love That Is God: An Invita-

tion to the Christian Faith）』が、カンタベ

リー大主教によって2023年マイケル・ラムゼイ賞

に選ばれた。本書は神こそが愛であるという考

えを探求し、この根本的な主張がいかにイエス

の教えの中心であるかを論じている。

他に最終候補として挙がったのは、次の著書

である。チャイン・マクドナルドの著の『神は白

人男性ではない－その他の啓示（God is not a 

White Man: And Other Revelations）』は、白

人が多数を占める英国の教会で、黒人女性とし

て過ごした経験を語り、人種的な不公平につい

て緊急の問題を提起している。エイミー・オア・

ユーイング著の『あらゆる苦しみの中で神はどこ

にいるのか？（Where is God in all the suf-

fering?）』は、個人的な体験談と神学的分析を通

して、痛みと信仰の関係を取り上げている。

今回の受賞作について、ジャスティン・ウェル

ビー大主教は、「キリスト教信仰の中心を体現し

たこの本に、賞を授与できることを嬉しく思う。

バウアーシュミット氏が巧みに解き明かしている

ように、『神は愛である』は、私たちを深く神のみ

腕の中へ、そして外に向かって他者を愛するよう

に駆り立てる、時代を超えたメッセージである。」

バウアーシュミット氏は、「執筆中は何を言いた

いかだけでなく、どのように伝えたいかについて

もよく考えた。幅広い読者に向けて、単純化せ

ず、見下したようなトーンでもないものを書きた

かった。ラムゼイ賞の受賞は、親しみやすく、か

つ教会生活に役立つ本をしっかりと記せたという

ことで、本当に嬉しく思う。」

2023年の審査委員会委員長であるポーラ・

グッダー氏は次のように述べている。「この本は、

神が愛であると信じる者として生きるとはどうい

うことなのか、私たちの想像力をかき立てるも

の。愛を出発点、中間点、終着点として用い、シ

エナのカタリナからドロシー・デイまで、ジョン・

クリュソストムからマーティン・ルーサー・キング

Jrまで、キリスト教に関する最高の作家たちをめ

ぐる旅に私たちを連れ出し、神の愛の神秘に新

たな光を照らしている。」

2007年に始まったマイケル・ラムゼイ賞は、教

会全体で最も有望な現代の神学的著作を称える

もので、カンタベリー大主教によって授与される。
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定住牧師のいない教会（信徒も担うチームミニストリー）
　　　　　　ー 2023 年のヒルダミッシェル信徒講座から ー

　渋谷聖公会聖ミカエル教会 パトリック 山田益男

寄　稿寄　稿

日本聖公会の教会においては、働き人は聖職

であって、信徒は聖職に養われる存在として受

動的な立場をとってきた。聖職の数が減少し、

定住牧師が不在の状況下で起きている現象をみ

てみれば、

1．聖公会が大事にしてきた主日の聖餐式が維

持できない。

2．中心にいて信徒達の結びつきを担ってきた

キーパーソンが不在のため、信徒の動向が

	 つかめず、信徒の交わりが疎遠となりがち

になる。（高齢者／病者の訪問など）

3．平日教会を訪れる人をはじめとする求道者

への対応、洗礼への準備が行き届かない。

4．教会事務（教籍簿の記載・管理、礼拝日誌

の記録、統計表の記載等）を担う者がいな

いため、管理牧師に過度の負担をかけてい

る。

この状況の解決策を検討するため、2023年の

ヒルダ・ミッシェル信徒講座（渋谷聖公会聖ミカ

エル教会主催）では新たな働き人として特任聖

職、信徒奉仕職を想定しつつ受講者と共に考え

る企画を行なった。この問題は教区を超えて深

刻な問題であるため、東京教区だけでなく沖縄

教区、九州教区、東北教区からの受講参加者が

あった。この講座では、ヒルダ・ミッシェル叢書

2のジョン・リーズ著・中原康貴翻訳「自給してい

る聖職者たち」を基本テキストに、ヒルダ・ミッ

シェル叢書３の山田益男著「信徒の働き」と中村

真希研究論文「チームミニストリーの実践と可能

性」をテキストにし、とくに、英国聖公会におけ

る特任聖職の働きとパリッシュチャーチのグルー

プ化とチームミニストリーの報告から、日本聖公

会における新たなミニストリーの方向性を学んだ。

この状況の下、日本社会にあって教会が教会

としての機能を維持し、発展してゆくためには、

第1に教会組織の変革、第2に新たな働き人の

養成、この課題をセットで考えることが必須と思

われるので、その具体策を提案したい。ただ、こ

の提案全文は字数の関係から本誌に掲載する

ことは無理があるため、今回は概要を掲載して

頂き、下記に示す私共の教会のホームページに

掲載する本文にアクセスして頂くことで、具体的

な提案をさせて頂きたい。これをたたき台にして

いただき、各教区において教会の現場が直面し

ている現状に注目し、聖職・信徒皆が本気でこの

問題を考えて頂きたいと願うものである。

1.教会組織の変革

1教会に1牧師という体制が崩壊し、一人の専

業聖職が複数の教会の牧会を担わなければな

らない現状では、複数の教会をグループ化（教

会群）し、管理せざるを得ないが、一人の聖職が

すべての教会のミニストリーを担うことは無理で

あるから、その教会群を一人の専業聖職を中心

に新たな働き人を加えたチームで運営すること

が必要となろう。また、現在は3つの宣教協働区

を設置し、将来的に教区統合・再編成が指向さ

れているが、教区域が広がり、教会数が増加す

ることを踏まえた教区組織を考える必要がある。

定住聖職が不在の状況で各教会がエクレシア

（呼び集められた者の群れ）として機能するため

には、中心におられて信徒をつないでいた牧師

に代わる存在がどうしても必要となる。各個教会

には新たな働き人として所属する信徒の状況を

一番把握している信徒に「牧会補助者」となって

もらい、その役目を担ってもらう体制の整備が基
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本となる。

教会群会議

教会群組織を機能させるために教会群会議を

設置する。開催は教会委員会よりも頻繁に月2

回程度とする。会議の構成メンバーは、教会群

に所属する専業聖職と協働している退職聖職、

特任聖職そして各個教会の牧会補助者（信徒奉

仕職）で構成する。この会議では上記の牧会対

応のほか、各個教会の活動情報の共有と教会群

レベルでの活動の企画を担う。各教会の状況を

把握しているのは牧会補助者で、教会群の働き

の基礎となるので、教会群を機能させるために

は、まず牧助補会者の養成が急務となろう。

教会群代表者会議

将来、宣教協働区の中で教区の統合がすす

み、教区規模が大きくなれば、一人の主教が全

教会の状況を把握することはより難しくなるであ

ろうから、中間管理を担う教会群代表者を立て

てその方々の会議を設置し、主教の教区運営・

牧会を支援する必要があろう。規模の大きい外

国の教区では教区主教のほか補佐主教やアー

チディーコンといった教区行政を担うスタッフが

揃っているが、日本聖公会ではその体制をとるこ

とは難しいと思われるので、教会群代表という中

間管理者を想定した。

2.教会群を機能させる新たな働き人を加えた

チームミニストリー

複数の教会をまとめた教会群単位での教会活

動を担うため、現在の専業聖職と退職司祭に新

たな働き人として特任聖職と信徒奉仕職を加え

たチームミニストリーを想定するが、現在のとこ

ろ、特任聖職と信徒奉仕職が育っているわけで

はない。まず、教区は新たな奉仕職にどのような

働きを任せ、その担い手をどのようにして養成す

るか各教区の状況を踏まえて、神学校と協議す

るなどしてその育成システムを検討する必要があ

ろう。また、教会群をまとめる牧師は原則専任

聖職がよいとして、礼拝、信徒の牧会、外部宣教

の分野について新たな奉仕職を整え、チームと

してその任をどのように分担するかを検討する必

要があろう。

チーム・ミニストリーを担う特任聖職と信徒奉

仕職をどのようにして育成するかを考えたい。現

在聖公会神学院では本科のほかに「特任聖職

特別コース」と「信徒の奉仕職・召命コース」が、

ウイリアムス神学館では伝道師養成、「信徒の奉

仕職」養成等のカリキュラムが準備されている。

特任といえども司祭職は司祭職、執事職は執事

職であるから、それなりの素養を養わなければ

ならないという意図は十分に理解するが、広く働

き人を養成することが求まれている現状を考え

るとき、これはいささかハードルが高いと思われ

る。専業聖職は総合職として司祭職のすべてを

担うことが求められるが、いま、教会の現場が最

も必要としている主日の説教と聖餐を可能にし、

信徒の交わりを回復させるキーパ－ソンを得るた

めにはその働きに特定した専門職としての聖職

を養成してもよいのではないか。チームミニスト

リー体制であれば、各自が自分にできることを分

担し、協働することが可能となるはずである。

次に、特任聖職とならなくてもできる信徒奉

仕職としての奉仕について考えたい。教会の働

きは多様であり、サクラメントの執行など聖職者

でなければできないこともあるが、信徒にもでき

ることは無限にあるといっても過言ではない。各

教会の交わりのキーパソンとしての役割を担う牧

会補助者、教会の留守番、求道者の対応とかは

ハードルが高いと思われる方もおられようが、教

会の奉仕は多様である。教会行事の案内を印刷

し発送する作業とか、教会施設の清掃とか、特

別な技能がなくてもできる奉仕もあるし、どなた

でも参加できる祈りの奉仕もある。

1994年に発表された「日本聖公会の現状およ

び将来に関する主教会の見解」には今日の教会
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状況を予測し、その対応について示唆されてい

た。また、教区再編成の問題についても1974年

の第33定期総会で「日本聖公会教区制問題研

究委員会」が、日本に於ける宣教体制を整えるに

は単なる教区線引き図案の提出では教区制問

題の解決にはならず、「宣教理念」、「教会の体質

改善」に踏み込まなければ不可能であると検討

結果を報告している。教会の課題について本質

的な指摘が、以前から先人たちによってなされて

いたにもかかわらず、日本聖公会の中でその意

識が浸透してこなかったことは大きな反省点であ

ろう。

今年のヒルダ・ミッシェル信徒講座に参加して

くださった方々は、牧師中心の教会体制が崩壊

しつつある状況の中で、自分達信徒にできるこ

とは何かを一生懸命に考え、祈っておられるこ

とが強く感じられた。少数とはいえ、このような

気持ちの信徒が日本の各地にいるということは

大きな希望につながるといえよう。専業聖職と特

任聖職そして働き人としての信徒奉仕職からな

る構成、さらには全員参加のチームミニストリー

を機能させて現代社会にある教会として機能す

る「明日の教会」の形成につなげたいと願うもの

である。

　　　	 	 	 　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

「定住牧師のいない教会」全文へのアクセス

情報：渋谷聖ミカエル教会ホームページhttp//

Shibuya-michael.com	コラム欄

≪お詫びと訂正≫

・	『聖公会手帳　2024』の訂正について：

P.204「聖公会組織図」の下段、会計監査委員（長）塚田一宣さん、文書保管委員（長）大江満

さんの名前の上の「主・」を除いてください。

・	『聖公会手帳　2024』	の不良品について：

＊『聖公会手帳　2024』大判 P.387の一部に製本時のミスによる不良品が生じました。

＊『聖公会手帳　2024』小型判の一部にカバーの破損品が配本されてしまいました。

	 いずれも印刷・製本工程上のミスによるもので、お詫び申し上げます。不良品は交換させて

いただきますので、お手数をおかけしますが、日本聖公会管区事務所宛にご連絡ください。

日本聖公会管区事務所：問合せ電話番号　03-5228-3171
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日本聖公会管区事務所ホームページ http://www.nskk.org/province/  

☆「管区事務所だより」についての要望・寄稿などをメール、また郵便でお寄せください。

	 comm-sec.po@nskk.org　広報主事（鈴木 一）宛て


